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長
崎
県
立
高
等
技
術
専
門
校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

平
成
三
十
年
度
生 

一
般
選
考
試
験
問
題 

    

国 
 
 

語 
   

注 

意 

事 

項 ①
試
験
開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
、
こ
の
問
題
冊
子
の
中
を
見
て
は
い
け
ま
せ
ん
。   

②
試
験
中
に
問
題
冊
子
の
印
刷
不
鮮
明
、
ペ
ー
ジ
の
落
丁
・
乱
丁
及
び
解
答
用
紙
の
汚

れ
等
に
気
づ
い
た
場
合
は
、
手
を
挙
げ
て
試
験
監
督
者
に
知
ら
せ
な
さ
い
。 

③
解
答
用
紙
に
は
、
解
答
欄
以
外
に
受
験
番
号
欄
が
あ
り
ま
す
。
受
験
番
号
を
記
入
し
、 

さ
ら
に
そ
の
下
の
マ
ー
ク
欄
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
正
し
く
マ
ー
ク
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
採 

点
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

④
解
答
は
、
解
答
用
紙
の
解
答
番
号
に
対
応
し
た
解
答
欄
に
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。 

例
え
ば
、 

30 

と
表
示
の
あ
る
問
題
に
対
し
て
「
ウ
」
と
解
答
す
る
場
合
に
は
、
左
の
記
載
例

を
参
考
に
し
て
、
解
答
番
号
30
の
解
答
欄
の
「
ウ
」
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。 

⑤
試
験
終
了
後
、
問
題
冊
子
は
回
収
し
ま
す
。 

      
  
  
  
  
    

 
 
 
 
 
 

     
 

 

 

受 験 番 号 

番 

＜記載例＞ 
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一 

次
の
各
設
問
に
答
え
な
さ
い
。 

 
問
一 
次
の
傍
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
正
し
い
漢
字
に
改
め
た
も
の
を
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
解
答
番
号
は 

1 

〜 

10 

。 

 

(1) 

多
ゲ
ン
的
な
議
論
の
流
れ
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

1 
 

 
 
 
 
 

ア 

元 
 
 
 

イ 

現 
 
 
 

ウ 

限 
 
 
 

エ 

言 
 

 

(2) 

土
砂
災
害
に
緊
急
ソ
チ
を
と
る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

2 
 

 
 
 
 
 

ア 

曽
地 

 
 

イ 
祖
治 

 
 

ウ 

措
置 

 
 

エ 

粗
値 

 

 

(3) 

異
国
の
文
化
を
ジ
ュ
ヨ
ウ
す
る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

3 
 

ア 

受
用 

 
 

イ 

受
容 

 
 

ウ 
需
用 

 
 

エ 

需
容 

 

 

(4) 

ヘ
ン
キ
ョ
ウ
な
心
を
改
め
る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

4   

 
 
 
 
 

ア 

辺
境 

 
 

イ 

偏
狂 

 
 

ウ 

偏
境 

 
 

エ 

偏
狭 

 

 

(5) 

カ
ツ
ボ
ウ
し
て
や
ま
な
い
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

5 
 

ア 

渇
望 

 
 

イ 

活
望 

 
 

ウ 

喝
望 

 
 

エ 

滑
望 

 

 

(6) 

カ
イ
シ
ン
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

6 
 

ア 

改
心 

 
 

イ 

会
心 

 
 

ウ 

戒
心 

 
  

エ 

回
心 

 

 

(7) 

責
任
を
他
者
に
テ
ン
カ
す
る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 
7 

 

ア 

転
加 

 
  

イ 

転
化 

 
  

ウ 

転
過 

 
  

エ 

転
嫁 

 

 

(8) 

花
瓶
に
花
を
サ
し
て
飾
る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

8 
 

ア 

挿 
 
 
  

イ 

指 
 
 
  

ウ 

刺 
 
 
  

エ 

差 
 
 

 

(9) 

警
備
体
制
を
ト
く
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

9 
 

ア 

説 
 
 
  

イ 

溶 
 
 
  

ウ 

解 
 
 
  

エ 

放 
 
 

 

(10) 

徳
が
世
に
ア
ラ
ワ
れ
た
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

10 
 

 
  

ア 

表 
 
 
  

イ 

顕 
 
 
  

ウ 

現 
 
 
  

エ 

著 
 
 

       



H30国語（一般）3/12 
 

問
二 

次
の
こ
と
わ
ざ
・
慣
用
句
と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
の
語
句
を
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

解
答
番
号
は 

11 

〜 

15 

。 

 
 
 

(1) 
寝
耳
に
水
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

11 
 

ア 
弱
り
目
に
祟た
た

り
目 

 
 
 
 
 

イ 

青
天
の
霹
靂
へ
き
れ
き 

 
 
 

ウ 
怪
我
け

が

の
功
名 

 
 
 
 
 
 
 

エ 

木
に
竹
を
接
ぐ 

 
 

 

(2) 

後
の
祭
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

12 
 

ア 

笛
吹
け
ど
踊
ら
ず 

 
 
 
 
  

イ 

元
の
木
阿
弥

も

く

あ

み 
 
 
 

ウ 

六
日
の
菖
蒲
し
ょ
う
ぶ

十
日
の
菊 

      

エ 

身
も
蓋ふ
た

も
な
い 

 
 
 
 

 

(3) 

泣
き
っ
面
に
蜂
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

13 
 

ア 

寄
ら
ば
大
樹
の
陰 

 
        

イ 

習
う
よ
り
慣
れ
ろ 

 

ウ 

弱
り
目
に
祟
り
目  

 
 
  
 

エ 
下
手
の
横
好
き 

 

 

(4) 

二
階
か
ら
目
薬
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

14 
 

ア 

多
岐
た

き

亡
羊

ぼ
う
よ
う 

 
 
 
 
 
 
 
 

イ 

面
従

め
ん
じ
ゅ
う

腹
背
ふ
く
は
い 

 

ウ 

薄
志
は
く
し

弱
行

じ
ゃ
っ
こ
う 

 
 
 
 
 
 
 
 

エ 

隔
靴
掻
痒

か
っ
か
そ
う
よ
う 

 
 

 

(5) 
 

立
板
に
水
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

15 
 

ア 

能
弁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イ 

幸
運 

 
 
 

ウ 

隆
盛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

エ 

冗
漫 

 
 

  

問
三 

次
の
空
欄
に
入
る
適
切
な
語
を
入
れ
て
四
字
熟
語
を
完
成
し
な
さ
い
。
語
句
は
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で

答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

16 

〜 

20 

。 

  
   

(1) 

三
（  

 

）
一
体 

…
…
…
… 

16 
 

 
 

 
   

(2) 

人
跡
未
（ 

 

）
…
…
…
… 

17 
 

 
 

 
   

(3) 

（ 
 

）
天
白
日
…
…
…
… 

18 
 

 
 

 
   

(4) 

二
律
（ 

 

）
反
…
…
…
… 

19 
 

 
 

 
   

(5) 

明
（ 
 

）
止
水
…
…
…
… 

20 
 

  

ア 

道 
 
 

イ 

背 
 
 

ウ 

晴 
 
 

エ 

踏 
 
 

オ 

鏡 
 
 

カ 

青 
 
 

キ 

身 
 
 

ク 

山 
 
 

ケ 

位 
 
 

コ 

倒 
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問
四 

次
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
故
事
成
語
を
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

解
答
番
号
は 

21 

〜 

25 

。 

 
(1) 
取
り
越
し
苦
労
、
無
用
の
心
配
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

21 
 

 

(2) 

逆
境
の
あ
と
、
幸
運
の
兆
し
が
見
え
る
こ
と
。
…
…
…
…
…
…
… 

22 
 

 

(3) 

自
説
を
固
く
守
り
、
あ
ら
た
め
な
い
こ
と
。
…
…
…
…
…
…
…
… 

23 
 

 

(4) 

最
後
の
仕
上
げ
を
す
る
こ
と
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

24 
 

 

(5) 

口
先
ば
か
り
う
ま
く
、
愛
想
が
い
い
こ
と
。
…
…
…
…
…
…
…
… 

25 
 

 

ア 

白
眉 

 
 

イ 

画
餅 

 
 

ウ 

杞
憂 

 
 

 

エ 

墨
守 

 
 

オ 

蛇
足 

 
 
 

 

カ 

巧
言
令
色 

キ 

鶏
口
牛
後  

ク 

画
竜
点
睛 

 
ケ 

言
語
道
断 

コ 

一
陽
来
復 

 

  

問
五 

次
の
傍
線
部
の
漢
字
の
読
み
と
し
て
正
し
い
も
の
を
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

解
答
番
号
は 

26 

〜 

30 

。 

 

(1) 

明
晰
な
弁
明
を
す
る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 
26 

 

 

ア 

め
い
か
い 

 

イ 

め
い
ろ
う 

 

ウ 

め
い
か
く 

 
 

エ 

め
い
せ
き 

 

(2) 

瓦
解
し
て
修
復
は
不
可
能
だ
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

27 
 

ア 

が
か
い 

 
 

イ 

ご
か
い 

 
 

ウ 

と
う
か
い 
 
 

エ 

れ
き
か
い 

 

 

(3) 

制
度
が
形
骸
化
す
る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

28 
 

ア 

け
い
か
く 

 

イ 

け
い
が
い 
 

ウ 

け
い
こ
く 

 
 

エ 

け
い
こ
つ 

 

 

(4) 

冤
罪
が
晴
れ
る
。 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

29 
 

ア 

え
ん
ざ
い 

 

イ 

め
ん
ざ
い 

 

ウ 

ひ
ざ
い 

 
 
 

エ 

と
ざ
い 

 
 
 

 

(5) 

労
い
の
言
葉
を
か
け
る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

30 
 

 

ア 

む
く 
 
 
 

イ 

と
む
ら 

 
 

ウ 

ね
ぎ
ら 

 
 
 

エ 

う
か
が 
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問
六 

次
の
文
章
の
空
欄
に
入
る
適
切
な
四
字
熟
語
を
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 

解
答
番
号
は 

31 

〜 

35 

。 

 
(1) 
日
本
中
の
（ 

 

）
ま
で
知
れ
渡
る
。
…
…
…
…
…
…
… 

31 
 

 

(2) 

（ 
 

）
し
て
謝
る
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

32 
 

 

(3) 

（ 
 

）
の
早
技
で
敵
を
倒
す
。
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

33 
 

 

(4) 

大
臣
の
地
位
を
（ 

 
）
と
狙
う
。
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

34 
 

 

(5) 

人
の
話
を
（ 

 

）
と
聞
き
流
す
。
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

35 
 

 

ア 

電
光
石
火 

 

イ 

一
部
始
終 

 

ウ 
虎
視
眈
々 

 

エ 

悠
々
自
適 

 

オ 

津
々
浦
々 

 
 

カ 

神
出
鬼
没 

  

キ 

馬
耳
東
風 

  

ク 

温
厚
篤
実 

 

ケ 

平
身
低
頭 

 

コ 

自
暴
自
棄 

   

問
七 

次
の
語
と
反
対
の
意
味
を
持
つ
語
を
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 

解
答
番
号
は 

36 

〜 

40 

。 

 
 

(1) 

明
瞭
…
…
…
… 

36 
 

 

(2) 

重
厚
…
…
…
… 

37 
 

 

(3) 

婉
曲
…
…
…
… 

38 
 

 

(4) 

理
論
…
…
…
… 

39 
 

 

(5) 

固
定
…
…
…
… 

40 
 

 

ア 

慎
重 

 

イ 

軽
薄 
 

ウ 

閉
鎖 

 

エ 

実
践 

 

オ 

流
動 

 
 

カ 

曖
昧 

 

キ 

依
存 
 

ク 

露
骨 

 

ケ 

実
直 

 

コ 

汚
染 
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二 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

41 

〜 

51 

。 

 

                 
 
 

著
作
権
の
関
係
上
、
原
文
は
公
開
し
て
お
り
ま
せ
ん
。 

            

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

    

（
鷲
田 

清
一
「
わ
か
り
や
す
い
は
わ
か
り
に
く
い
？
―
臨
床
哲
学
講
座
」
） 
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問
一 

二
重
傍
線
部
⒜
〜
⒠
の
カ
タ
カ
ナ
の
語
を
正
し
い
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。
解
答
は
次
の
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

41 

〜 

45 

。 

 
(1) 
⒜
…
…
… 

41 
 

 
 

ア 
不
定 

 
 
 
 

イ 

付
情 

 
 
 
 

ウ 

不
条 

 
 
 
 

エ 

浮
上 

 
 (2) 

⒝
…
…
… 
42 

 

 
 

ア 

就 
 
 
 
 
 

イ 

付 
 
 
 
 
 

ウ 

着 
 
 
 
 
 

エ 

突 
 

 

(3) 

⒞
…
…
… 

43 
 

 
 

ア 

予
知 

 
      

イ 
余
知 

 
 
 
 

ウ 

余
地 

 
 
 
 

エ 

予
地 

 

 

(4) 

⒟
…
…
… 

44 
 

 
 

ア 

工
築 

 
 
 
 

イ 

構
築 

 
 
 
 

ウ 

工
蓄 

 
 
 
 

エ 

構
畜 

 

 

(5) 

⒠
…
…
… 

45 
 

 
 

ア 

徹
背 

 
 
 
 

イ 

撤
背 

 
 
 
 

ウ 

撤
廃 

 
 
 
 

エ 

徹
廃 

 

 

 

問
二 

空
欄 

① 

に
は
文
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
あ
る
語
が
入
る
。
そ
の
語
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
選
択
肢
か
ら

一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

46 

。 

 

 

ア 

自
由 

 
 

イ 

責
任 

 
 

ウ 

偶
然 

 
 

エ 

社
会 

 
 

 

問
三 

傍
線
部
②
と
は
ど
の
よ
う
な
社
会
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で

答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

47 

。 

 

ア 

個
人
の
力
が
及
ば
な
い
偶
然
的
条
件
に
よ
っ
て
人
生
が
決
定
さ
れ
て
し
ま
う
社
会 

イ 

生
ま
れ
た
と
き
か
ら
人
生
の
お
お
よ
そ
の
か
た
ち
が
決
ま
っ
て
い
る
社
会 

ウ 

将
来
の
生
き
方
を
ほ
と
ん
ど
自
分
で
は
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
社
会 

エ 

自
分
が
存
在
す
る
こ
と
の
意
味
を
自
分
で
見
い
だ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
社
会 

  

問
四 

傍
線
部
③
「
出
自
を
め
ぐ
る
偶
然
的
条
件
を
度
外
視
し
て
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適

切
な
も
の
を
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

48 

。 

 

 
 

ア 

そ
の
ひ
と
が
ど
の
よ
う
な
運
命
を
た
ど
る
よ
う
に
生
ま
れ
つ
い
た
か
と
い
う
こ
と
を
無
視
し
て
。 

 
 

イ 

そ
の
ひ
と
が
た
ま
た
ま
ど
の
よ
う
な
社
会
の
場
所
に
生
ま
れ
落
ち
た
か
と
い
う
こ
と
を
問
題
に 

し
な
い
で
。 

 
 

ウ 

そ
の
ひ
と
が
ど
の
よ
う
な
人
生
を
歩
ん
で
い
き
た
い
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
に
入
れ
な
い
で
。 

 
 

エ 

そ
の
ひ
と
が
た
ま
た
ま
ど
の
よ
う
な
社
会
の
階
層
に
生
ま
れ
た
か
と
い
う
こ
と
を
客
観
的
に
見
て
。 
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問
五 

傍
線
部
④
に
つ
い
て
、
筆
者
が
そ
の
よ
う
に
思
う
の
は
な
ぜ
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
選
択
肢

か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

49 

。 

 

 

ア 
近
代
社
会
に
お
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
選
択
肢
の
中
か
ら
何
を
選
ぶ
か
で
そ
の
ひ
と
の
人
生
の
か
た
ち
が
き 

ま
っ
て
く
る
か
ら
。 

 

 

イ 

近
代
社
会
に
お
い
て
は
、
自
分
が
何
を
す
る
べ
き
か
を
正
し
く
み
つ
け
る
こ
と
で
そ
の
ひ
と
の
価
値
が
き
ま 

っ
て
く
る
か
ら
。 

 
 

ウ 

近
代
社
会
に
お
い
て
は
、
個
人
と
し
て
何
を
な
し
と
げ
る
か
で
そ
の
ひ
と
の
価
値
と
人
生
の
か
た
ち
が
き
ま 

っ
て
く
る
か
ら
。 

 
 

エ 

近
代
社
会
に
お
い
て
は
、
「
や
り
た
い
」
こ
と
を
ど
れ
だ
け
自
由
に
で
き
る
か
で
そ
の
ひ
と
の
存
在
価
値
が 

き
ま
っ
て
く
る
か
ら
。 

  

 

問
六 

傍
線
部
⑤
に
つ
い
て
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

解
答
番
号
は 

50 

。 

  
 

ア 

近
代
社
会
に
な
っ
て
、
ひ
と
は
自
由
に
自
分
の
生
き
方
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、 

 
 
 
 

自
分
が
や
り
た
い
こ
と
を
な
か
な
か
見
つ
け
ら
れ
な
い
ま
ま
一
生
を
送
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
ひ
と
の 

存
在
や
生
き
て
い
る
意
味
が
失
わ
れ
た
時
代
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
。 

 
 

イ 

近
代
的
な
社
会
革
命
は
、
出
自
の
偶
然
的
な
条
件
に
左
右
さ
れ
ず
、
ひ
と
は
何
に
で
も
な
れ
る
自
由
な 

 
 
 
 

社
会
を
め
ざ
し
た
が
、
自
分
が
し
た
い
こ
と
、
自
分
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
見
い
だ
せ
な
い
と
生
き 

て
い
る
意
味
や
自
分
の
存
在
価
値
を
実
感
す
る
こ
と
が
難
し
い
時
代
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
。 

 
 

ウ 

近
代
社
会
に
お
い
て
は
、
封
建
社
会
に
あ
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
を
完
全
に
な
く
す
こ
と
を
目
標
に 

ひ
と
は
生
き
て
き
た
が
、
出
自
の
偶
然
的
な
条
件
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
か
ら
完
全
に
逃
れ
ら
れ
ず
、
真
に 

自
由
な
生
き
方
を
実
現
で
き
な
い
ま
ま
自
分
の
存
在
を
認
め
ら
れ
な
い
時
代
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う 

こ
と
。 

 
 

エ 

近
代
社
会
で
は
、
ひ
と
が
ど
の
よ
う
な
社
会
の
場
所
に
生
ま
れ
て
も
同
じ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
つ
く
こ
と 

 
 
 
 

が
で
き
る
が
、
そ
の
後
の
人
生
の
自
由
な
競
争
の
な
か
で
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、 

結
局
決
め
ら
れ
た
人
生
を
歩
む
方
が
楽
な
の
で
は
な
い
か
と
問
い
続
け
る
時
代
に
な
っ
て
し
ま
っ
た 

と
い
う
こ
と
。 

  

問
七 

筆
者
の
論
の
展
開
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ

い
。
解
答
番
号
は 

51 

。 

 

ア 

近
代
的
な
社
会
革
命
に
お
け
る
理
想
実
現
に
向
け
て
生
じ
た
問
題
点
を
指
摘
し
て
分
析
し
て
い
る
。 

イ 

封
建
社
会
の
人
々
と
近
代
社
会
に
生
き
る
人
々
に
共
通
す
る
問
題
点
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
。 

ウ 

人
間
が
抱
え
る
「
義
務
」
と
「
責
任
」
の
問
題
を
時
代
の
推
移
に
沿
っ
て
分
析
し
て
い
る
。 

  
 

エ 

人
々
が
「
自
由
」
を
獲
得
す
る
た
め
の
過
程
で
解
決
し
て
き
た
問
題
点
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
。 
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三 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
設
問
に
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

52 

〜 

59 

。 

  
 

 

                  

著
作
権
の
関
係
上
、
原
文
は
公
開
し
て
お
り
ま
せ
ん
。 
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（
和
田 

真
希 

「
野
分
の

わ

け
の
あ
と
に
」
） 
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問
一 

二
重
傍
線
部
⒜
〜
⒞
の
語
句
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
の
選
択
肢
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
記
号

で
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

52 

〜 

54 

。 

 
(1) 
⒜ 

処
遇
…
…
…
…
…
… 

52 
 

 
 
 
 

 
 
 

ア 

置
き
場
所 

 

イ 

あ
つ
か
い 

 

ウ 

選
別 

 

エ 

手
順 

 

 
 
 

(2) 

⒝ 

ま
ご
つ
い
て
…
…
… 

53 
 

 
 

 

ア 

う
ま
く
い
か
ず
に
い
ら
だ
っ
て 

 
 

イ 

頭
で
は
理
解
し
て
い
て
も
行
動
が
つ
い
て
い
か
ず 

 
 

ウ 

ど
う
し
て
い
い
か
わ
か
ら
ず
う
ろ
た
え
て 

 
 

エ 

集
中
力
が
な
く
な
り
手
が
止
ま
っ
て 

 

 
 
 

(3) 

⒞ 

魂
胆
…
…
…
…
…
… 

54 
 

 

 
 
 

ア 

策
略 

 

イ 

悪
意 

 

ウ 

目
的 

 

エ 

本
音 

  

問
二 

傍
線
部
①
に
つ
い
て
、
こ
の
時
の
「
絵
梨
」
の
状
態
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

55 

。 

  
    

ア 

ぐ
ず
り
始
め
た
「
悠
太
」
の
機
嫌
を
早
く
な
お
さ
な
け
れ
ば
何
も
で
き
な
い
の
で
、
い
ら
だ
っ
て
い
る
。 

 

 

イ 

「
慶
介
さ
ん
」
と
「
よ
う
く
ん
」
が
畑
か
ら
な
か
な
か
帰
っ
て
来
ず
に
、
一
人
で
悪
戦
苦
闘
し
て
い
る
。 

 

ウ 

疲
れ
て
帰
っ
て
く
る
「
慶
介
さ
ん
」
と
「
よ
う
く
ん
」
の
た
め
に
お
風
呂
や
夕
飯
の
支
度
を
急
い
で
い
る
。 

 
 

エ 

「
慶
介
さ
ん
」
と
「
よ
う
く
ん
」
が
収
穫
し
た
夏
野
菜
を
新
鮮
な
う
ち
に
加
工
し
な
け
れ
ば
と
あ
せ
っ 

て
い
る
。 

  

問
三 

傍
線
部
②
に
つ
い
て
、「
そ
の
頓
着
の
な
い
態
度
」
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、

記
号
で
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

56 

。 

  
 
 

ア 

「
絵
梨
」
が
悩
ん
で
い
る
こ
と
を
打
ち
明
け
よ
う
と
す
る
の
に
、
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
る
こ
と
を
優 

先
さ
せ
よ
う
と
す
る
「
慶
介
さ
ん
」
の
様
子 

 
 
 

イ 

「
絵
梨
」
が
泣
い
て
夕
飯
が
作
れ
な
い
の
を
口
実
に
、
我
慢
し
て
い
た
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
る
こ
と 

が
で
き
、
喜
ぶ
「
慶
介
さ
ん
」
と
「
よ
う
く
ん
」
の
様
子 

 

 
 
 

ウ 

「
絵
梨
」
が
泣
い
て
い
る
理
由
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
が
食
べ
ら
れ
る
こ
と
を
素
直 

に
喜
ん
で
い
る
「
よ
う
く
ん
」
の
様
子 

 
 
 

エ 

泣
い
て
い
る
「
絵
梨
」
に
理
由
を
た
ず
ね
る
こ
と
も
せ
ず
、
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
る
こ
と
し
か
考
え 

て
い
な
い
「
慶
介
さ
ん
」
と
「
よ
う
く
ん
」
の
様
子 
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問
四 

傍
線
部
③
に
お
け
る
「
絵
梨
」
の
心
情
と
し
て
、
最
も
適
切
な
も
の
を
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な

さ
い
。
解
答
番
号
は 

57 

。 

  
 
 

ア 
食
べ
る
こ
と
を
拒
否
す
る
気
持
ち
が
ま
だ
消
え
て
い
な
い
の
に
、
そ
れ
を
隠
す
た
め
に
毎
日
の
家
事
も 

手
を
抜
か
ず
、
米
作
り
ま
で
自
分
か
ら
や
り
た
い
と
「
慶
介
さ
ん
」
に
言
っ
て
し
ま
っ
た
自
分
を
批
判 

し
て
い
る
。 

 
 
 

イ 

本
当
は
き
つ
い
農
家
の
仕
事
が
い
や
で
た
ま
ら
な
い
の
に
、
農
業
が
大
好
き
な
「
慶
介
さ
ん
」
に
本
心 

を
告
げ
ら
れ
ず
、
米
作
り
を
楽
し
ん
で
い
る
ふ
り
を
し
続
け
る
自
分
を
許
す
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
。 

 
 
 

ウ 

米
作
り
は
が
ん
ば
れ
ば
な
ん
と
か
な
る
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
う
ま
く
い
か
な
く
な
り
、
期
待
し
て
く 

れ
て
い
る
「
慶
介
さ
ん
」
に
対
し
て
弱
音
を
は
け
な
い
自
分
に
い
ら
だ
っ
て
い
る
。 

 
 
 

エ 

米
作
り
と
家
事
や
育
児
を
両
立
さ
せ
る
自
信
は
あ
っ
た
の
に
、
毎
日
の
草
取
り
の
大
変
さ
に
食
事
を
作 

る
気
力
も
な
く
な
っ
た
自
分
が
い
や
で
「
慶
介
さ
ん
」
に
対
し
て
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。 

 

問
五 

傍
線
部
④
に
つ
い
て
、
こ
の
時
の
「
絵
梨
」
の
心
情
と
し
て
あ
て
は
ま
ら
な
い
も
の
を
選
択
肢
か
ら
一
つ
選
び
、 

記
号
で
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

58 

。 

 

ア  

三
人
が
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
を
楽
し
そ
う
に
作
っ
て
食
べ
る
様
子
を
見
る
う
ち
に
、
自
分
の
心
の
持
ち
よ 

う
が
変
化
し
た
こ
と
に
気
づ
い
て
い
る
。 

   
 

イ 

自
分
の
本
心
を
見
せ
な
い
た
め
に
が
ん
ば
る
ふ
り
を
続
け
、
「
慶
介
さ
ん
」
を
こ
れ
以
上
騙
す
の
は
無 

理
だ
と
気
づ
い
て
落
胆
し
て
い
る
。 

   
 

ウ 

カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
を
作
っ
て
食
べ
る
と
い
う
何
気
な
い
光
景
に
、
三
人
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
に
対
す
る
姿 

勢
を
感
じ
取
っ
て
い
る
。 

   
 

エ 

夕
飯
を
作
れ
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
三
人
の
対
応
を
と
お
し
て
、
全
て
を
完
璧
に
こ
な
し
た
い
と
い
う
自 

分
の
こ
れ
ま
で
の
生
き
方
を
見
つ
め
な
お
し
て
い
る
。 

 

問
六 

傍
線
部
⑤
に
つ
い
て
、
「
絵
梨
」
が
そ
の
よ
う
な
感
覚
を
覚
え
た
理
由
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
選
択
肢
か
ら 

一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
解
答
番
号
は 

59 

。 

  
 
 

ア 

主
婦
、
母
親
と
し
て
完
璧
な
存
在
に
な
る
た
め
に
は
、
何
よ
り
も
毎
日
の
食
事
作
り
に
手
間
暇
を
掛
け 

る
必
要
が
あ
る
と
信
じ
て
き
た
が
、
「
よ
う
く
ん
」
が
母
親
に
つ
い
て
語
る
の
を
聞
き
、
「
慶
介
さ
ん
」 

も
い
っ
し
ょ
に
笑
う
の
を
見
て
自
分
を
批
判
し
て
い
る
気
が
し
た
か
ら
。 

 
 

 
 
 

イ 

毎
日
の
暮
ら
し
を
完
璧
な
も
の
に
し
よ
う
と
思
い
、
食
事
は
必
ず
手
作
り
し
続
け
て
き
た
の
に
、
カ
ッ 

プ
ラ
ー
メ
ン
を
本
当
に
お
い
し
そ
う
に
食
べ
る
「
慶
介
さ
ん
」
や
「
よ
う
く
ん
」
を
見
て
い
る
と
、
自 

分
の
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
無
駄
だ
っ
た
と
思
い
知
ら
さ
れ
た
か
ら
。 

 
 
 

ウ 

農
家
の
主
婦
と
し
て
、
家
族
の
食
事
は
自
分
の
家
の
田
畑
の
作
物
で
手
作
り
す
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
た 

の
に
、
「
よ
う
く
ん
」
が
初
め
て
食
べ
た
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
の
お
い
し
さ
に
夢
中
に
な
り
、
絵
梨
の
料 

理
を
食
べ
な
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
か
ら
。 

 
 
 

エ 

農
作
業
も
家
事
も
完
璧
に
し
た
い
と
思
い
、
特
に
毎
日
の
食
事
は
収
穫
し
た
も
の
を
無
駄
な
く
使
い
こ 

な
し
て
手
作
り
し
て
き
た
が
、
そ
の
自
分
の
こ
だ
わ
り
が
「
よ
う
く
ん
」
に
と
っ
て
は
知
ら
ず
知
ら
ず 

の
う
ち
に
負
担
に
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
当
た
っ
た
か
ら
。 


